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澤

村

忠

幽

我
が
國
に
自
治
制
が
生
誕
し
て
よ
り
鼓
に
五
十
有
余

年
、

そ
の
間
幾
度
か
行
は
れ
た
改
正

の
歴
史
に

は
自
治
椹
の
凹
凸
多
き
獲

展
の
跡
が
物
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
が
然
し
昭
和
四
年
の
改
正
の
後
再
び
復
、
行
政
改
革
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
、
自
治
制
の
改

正
と
自
治
制
の
危
機
は
學
者
の
側
た
る
と
爲
政
者
の
側
た
る
ε
を
問

は
す
聲
高
く
叫
ば
れ
て
來
た
。

然
し
斯
く
改
正
が
絶
叫
さ
れ
、
論
議
さ
れ
る
前
に
先
づ
、
静

か
に
考

へ
ら
る
べ
き
こ
と

は
そ
の
制
度
の
形
式
で
は
な
く
し
て
制
度

の
本
質
で
あ
り
、
精
神
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
制
度

の
内
核
を
知
ら
す
し
て
制
度
の
外
殻
を
論
す
る
こ
ご
は
結
局
室
虚
皮
相
の
結
論

に
到
達
す
る
の
他
な
い
。
如
何

に
そ
の
改
正
が
聲
高
ら
か
に
提
唱
さ
れ
る
こ
も
、
も
し
改
正
さ
る
べ
き
制
度
の
本
質
が
忘
れ
ら
れ
叉

は
誤
ま
ら
れ
る
時

に
は
、
充
分
な
る
効
果
を
望
み
得
な
い
こ
と
亦
明
ら
か
で
あ
る
。
軍
に
そ
れ
許
り
で
は
な
い
。
そ
の
本
質
を
知
ら

【,地

方

自

治

の
基
本
問
題
」

六
〇

三
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六
〇
四

す
叉
は
誤
る
も
の
は
そ
の
方
向
を
見
失
ひ
方
針
を
逸
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
改
正
は
却
つ
て
改
悪
ε
な
る
の
護
を
う
け
る
こ
と

必
定

で
あ
ら
う
。

こ
れ
を
我
が
國
行
政
改
革
、
就
中
自
治
制
改
正
の
跡
か
ら
考

へ
て
見
よ
う
。
幾
度
か
繰
り
返

へ
さ
れ
た
地
方
制
の
修
正
と
議
事
堂

の
四
壁
に
反
響
し
た
自
治
擁
護
の
熟
辮
も
室
し
く
、
昭
和
四
年
改
正
最
大
の
牧
獲
と
さ
れ
た
議
員
磯
案
権
す
ら
も
、
豫
算
提
出
の
権

は
依
然
市
町
村
長
の
手
に
残
さ
れ
た
た
め
、
創
ら
れ
た
も
の
は
鰻
な
き
形
骸
そ
の
も
の
に
鯖
せ
ら
れ
、
自
治
の
損
張
と
擁
護
は
如
何

程
も
認
め
ら
れ
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。
地
方
制
の
改
革
と
自
治
権

擁
護
の
計
ε
に
は
無
限
軌
道
を
走

る
メ
リ
ー

・
ゴ
ー

・
ラ
ウ

ン
ド

を
想
は
せ
る
も
の
が
あ
る
。

か
ゝ
る

結
果
は
何
處

か
ら
來
る
の
だ
ら
う
か
、
そ
れ
は
他
の
何
處

か
ら
も
來

る
筈

は
な
い
、
自
治
の
本
質
を
誤
ま
る
こ
と
玉
、
自

治
の
本
質
の
充
分
な
る
理
解
な
き
こ
と
の
た
め
で
あ
る
。

地
方
制
の
改
革
が
叫
ば
れ
る
の
は
、
猫
り
我
が
國
の
み
で
は
な
い
、
洋
の
東
西
を
問

は
す
、
地
の
南
北
を
別
た
す
、
廣
く
世
界
各

國
の
問
題
こ
な
つ
て
ゐ
る
、
殊
に
我
が
現
行
地
方
制
の
母
法
た
る
獨
乙

地
方
制
は
婁

に
ナ
チ
ス
政
権
下
に
於
て
重
大
な
る
改
革
を
断

行

さ
れ
、

シ
ユ
タ
イ

ン
精
神
の
貫
徹
を
期
し
て
な
さ
れ
た
改
正
は
却
つ
て
、
シ

エ
タ
イ
ン
自
治
制
と
は
反
対

の
方
向
に
推
し
進
め
ら

れ
る
に
至
つ
た
。
こ
れ
ま
た
改
革
者
が
自
治
の
本
質
を
誤
つ
た
も
の
で
あ
り
、
制
度
の
中
核
を
忘
れ
た
九
め
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

是

る
時
に
あ
た
つ
て
宇
賀
田
先
生
の

「
地
方
自
治
の
基
本
問
題
」
が
公
に
さ
れ
九
こ
と
は
最
も
意
義
深

い
も
の
が
あ
り
、
行
き
悩

め
る
地
方
自
治
に
対
し
そ
の
踏
み
誤
ま
れ
る
方
向
が
是
正
さ
れ
、
そ
の
進
む
べ
き
正
し
い
行
き
方
が
明
に
さ
れ
る
も
の
こ
謂
は
な
け



れ
ば
な
ら
な
い
。

本
書

は
宇
賀
田
先
生
の
最
近
十
年
聞
に
亘
る
御
研
究

の
結
晶
で
あ
つ
て

「
行
政
法
研
究
」

の
第

一
巻
と
し
て

獲
刊
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は

「
自
治
制
即
責
任
政
治
」
な
り
こ
の
主
張
ご
自
治
磯
展
方
向

へ
の
敏
示
ご
が
或
は
紙
面

に
或
は
紙
背
に
濃
く
に

じ
み
出
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
り
得
る
。

二

今
、
内
容
を
辿
つ
て
見
よ
う
。

本
書

は
、
清
水
書
店
磯
行
菊
版
六
百
五
十
絵
頁
の
大
作
、
牧
む
る
所
は

「
法
政
研
究
」

「國
家
學
界
雑
誌
」
上
で
既
に
世
に
問
は

れ
た
論
文
七
篇
で
あ
つ
て
多
年
の
深
い
御
研
究
の
成
果
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
列
學
す
る
ご
、

一
、
自
治
権
の
史
的
磯
展

二
、

シ
ユ
タ
イ

ン
、
シ
ユ
タ
イ

ン
市
制
の
根
本
思
想
と
ナ
チ
ス
地
方
制

三
、
自
治
の
要
素

に
就
い
て

四
、
首

長
論

五
、
地
方
行
政

に
於
け
る

一
部
制
の
発
展

六
、
地
方
制
改
革
の
重
鮎

七
、
地
方
団
体

の
監
督
に
於
け
る
地
方
法
院
で
、

「行
政
法
上
の
研
究
は

一
聯
の
行
政
現
象
を
全
体

的
に
具
艦
的
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(序
文
二
頁
)
と
い
ふ
先
生
の
立
場

か
ら
右
七
篇

は
體
系

化
さ
れ
、
整
然
ご
配
列
さ
れ
以
て
自
治
制
の
根
本
問
題
の
具
艘
的
解
明
を
企
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
從
つ
て
形
は
論
文
集
の
態
を
備

へ
て
は
ゐ
る
が
、
實
質

は

一
の
整
序
あ
る
自
治
研
究
書
で
あ
つ
て
決
し
て
単
な
る

論
文
集
で
は
な
い
。

本
書

は
斯
く

一
聯
の
行
政
現
象
を
全
髄
的
に
髄
系
的
に
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
所
に
特
色
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
他
の
特
色
の

一
は
詳

「
地

方

自

治

の
基

本
問
題

」

六
〇

五



法

政

研

究

第
七
巻

筆
二
號

六
〇
六

細
な
具
體
的

實
例
の
中
か
ら
理
論
が
導
か
れ
る
瓢
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
特
色
は
巻
初
よ
り
巻
末
に
至
る
全
紙
面
に
盛
ら
れ

て
ゐ
る
所
で
、
本
書
の
生
命
も
亦
こ
ゝ
に

あ
る
と
謂

へ
る
。

私

は
鼓

に
そ
の
内
容

に
鱗
れ
る
に
當
り
、
之
を
三
部
に
分
け

第

一
部

自
治
権

の
討
究

(第

一
篇

か
ら
第

三
篇
ま
で
)

第
二
部

自
治
組
織
の
討
究

(第
四
篇

か
ら
第
六
篇
ま
で
)

第
三
部

自
治
監
督
の
討
究

(第
七
篇
)

此
の
三
つ
の
側
面
が
ら
正
し
い
自
治
の
樹
立
ε
そ
の
発
展

の
た
め
に
は
如
何
な
る
方
向
に
進
む
べ
き
で
あ

る
か
、
先
生
の
説
か
れ

る
所
に
從
つ
て
こ
れ
を
見
つ
め
て
行
か
う
。

第

一
部
に
属
す
る
も
の
は

「
自
治
権
の
史
的
発
展

」

「
シ
ユ
タ
イ

ン
、

シ
ユ
タ
イ
ン
市
制
ご
ナ
チ
ス
地
方
制
」
及
び

「自
治
の
要

素
に
就
い
て
」
の
三
篇
で
あ
る
。
こ
製
に
於
て
は
自
治
樫
の
史
的
護
展
を
究
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
治
の
本
質
を
さ
ぐ
り
、
更
に
自

治
の
要
素
を
も
検
討
し
て
自
治
の
正
し
い
意
義
と
正
し
い
発
展

の
方
向
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

先
づ
・
例
を
獨
乙

に
求
め
て
自
治
権
の
螢
展
の
跡
が
観
ら
れ
る
。
そ
の
尋
ぬ
る
所
は

一
八
〇
八
年
の
シ
ユ
タ
イ

ン
市
制
よ
り
出
爽

し
、
そ
の
修
正
法
時
代
、
獨
乙

革
命
時
代
及
び
そ
れ
以
後
の
進
展
に
つ
き
、
自
治
の
変
展
の
姿
が
時
代
的
背
景
を
通
じ
て
或
は
進
歩

し
或

は
退
歩
に
逆
轄
し
、
動
ご
反
動
の
作
用
を
繰
り
返
し
つ
製
も
、
結
局
は
自
治
の
萎
縮
ご
制
限
の
方
向
に

お
し
流

さ
れ
て
行
つ
た



推
移
で
あ
る
。
こ
の
推
移
の
跡
か
ら
自
治
の
本
質
が
抽
き
出
さ
れ
る
。
自
治
椹

は
地
方
団
体

に
固
有
な
る
も
の
か
、
將
た
傳
來
的
の

も
の
か
、
そ
れ
と
も
團
體

に
固
有
な
る
自
治
権
が
國
家
よ
り
牧
奪
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
か
、
此
の
問
に
対
す

る
答
は
、
自

治
権
は
、
そ
の
発
展

史
上
、
傳
來
的
の
も
の
に
他
な
ら
ぬ
ざ
。

で
は
濁
乙
に
於
て
自
治
椹
は
如
何
に
発
展
し
た
か
。

一
八
〇
八
年
シ
ユ
タ
イ

ン
市
制
焚
布
の
趣
旨

は
、
そ
の
上
論
に
示
さ
れ
る
如

く

「
從
來
の
都
市
規
定
が
薪
時
代
に
適
合
し
た
規
定
を
欠
く
に
至
つ
た
場
合
に
は
、
都
市
に
対
し
独
立

に
し

て
且
よ
り
よ
い
構
成
を

附
與
し
、
市
民
團
體

を
し
て
法
律
上
輩
固
な
結
合
鮎
を
見
出
さ
せ
、
實
際
的
に
共
同
艦
の
行
政
に
活
動
さ
せ
、

且
こ
の
共
同
参
與
に

依
つ
て
共
同
精
神

を
振
興
さ
せ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
」

(
一〇
頁
)
と
の
立
場
か
ら
で
あ
つ
た
が
、
此
の
市
制

は
獨
乙
地
方
團
體

の

根
本
法
で
あ
り
基
礎
法
と
も
謂
ば
る
べ
き
も
の
で

「自
由
な
る
地
方
團
體

に
於
け
る
自
治
の
発
展

の
九
め
に
、

そ
の

一
般
的
基
礎
を

定
め
、
以
て
全
國
家
組
織
の
基
底
た
ら
ん
と
し
た
」
も
の
で
あ
る

Q
二

頁
)。

シ
ユ
タ
イ

ン
市
制
の
特
徴
こ
し
て
塁
げ
ら
れ
る
も
の
は
第

一
、
市
を
人
ロ
の
大
さ
に
從
ひ
大
都
市
、
中
都
市
、
小
都
市
の
三
階
級

ご
し
た
こ
ご
、
第
二
住
民

は
市
公
民
と
市
公
民
権
な
き
城
内
居
佳
者
に
分
た
れ
た
こ
と
、
第
三

市
會
議
員

浬
墨
制
は
奮
來
の

一

般
人
民
集
魯
廃
止

さ
れ
、
完
全
な
る
代
表
制
が
ご
ら
れ
、
市
會
議
員
の
選
挙

は
市
公
民
の
普
通
、
直
接
、
秘
密
選
挙

に
よ
つ
た
こ
ご
、

第
四

委
員
會
組
織
の
市
参
事
會
制
を
こ
れ
る
こ
と
、
第
五

市
参
事
會
ご
市
會
議
員

ざ
の
関
係

に
つ
い
て
は
前
者
が
執
行
樺

ご
市

の
代
表
権
を
有
し
た
こ
ざ
、
第
六

市
の
活
動
範
囲

は
狭
く
な
り
裁
判
権
ざ
警
察
権
が
奪
は
れ
九
こ
ご
、
第

七

市
の
財
務
行
政
に

つ
い
て
國
家
の
監
督
権
が
殆
ざ
消
え
た
こ
ご
で
あ
る

二

六
頁
i
二
七
頁
)
。

が
茲

に
は
著
し
い
自
治
の
嚢
達

ご
進
展
と
が
な
が
め
ら

「地
方
自
治
の
基
本
問
題
」

六
〇
七
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第
七
巻

第
二
號

六
〇
八

れ
斯
く
し
て
都
市
は

「
近
代
的
自
治
の
形
式

に
於
て
法
律
上
の
承
認
を
取
得
し
(
一
七
頁
)
す
る
に
至
つ
仁
。
然
し
シ
ユ
タ
イ

ン
市
制

に
も
幾
多
の
欠
黙
が
存
し
、
そ
れ
は

「
自
治
権
そ
れ
自
身
の
制
限
又
は
縮
少
を
致
す
べ
き
所
の
機
縁
」
と
な
つ
た

(
三
五
頁
)
。
こ
れ

ら
の
欠
貼
、
制
限
を
除
去
せ
ん
と
し
て
、

一
八
三

一
年
、
修
正
法
の
襲
布
を
見
た
が
、

こ
れ
は
却

つ
て

「封
建
的
反
動
ざ
官
僚
的
反

動

の
安
協
の
結
實
」
に
過
ぎ
な
く
、
期
待
さ
れ
た
効
果
を
あ
げ
得
ず
、
都
市
の
自
治
は

一
歩

々
々
、
制
限
ご
縮
小
の
道
を
辿
ら
ざ
る

を
得
な
か
つ
た

(
五
一
頁
)
。

次

に

一
八
四
八
年
の
革
命

に
際
し
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
國
民
議
會
に
て
な
さ
れ
た
濁
乙
人
民
基
本
権

に
つ
い
て
の
決
議
並
に

一
八

五
〇
年
プ
ロ
セ
イ
ン

修
正
憲
法
に
於
て
地
方
團
體

の
組
織
に
關
す
る
準
慷
規
定
が
含
ま
れ
た
結
果
、
自
治
艦

は
憲
法
上
の
保
障
を
得
、

鼓
に
強
い
進
展
の

一
歩
を
踏
み
出
す
に
至
つ
た
。
こ
れ
は

「
プ

ロ
イ
セ
ン
に
と
つ
て
殆
ざ
革
命
的
業
績
で
あ

つ
忙
。
何
ε
な
れ
ば
、

そ
れ
ば
、
全
國
に
亘
つ
て
地
方
団
体

の
た
め
に
統

一
法
を
制
定
し
、
從
來
の
市
区
と
地
方
区
こ
の
法
律
的
区
別

を
原
則
的
に
除
去
し

た
か
ら
で
あ
る
」

(
七
四
頁
i
七
五
頁
)
ご
プ

ロ
イ

ス
に
よ
つ
て
言
は
れ
忙
如
く
、
全
國
的
統

一
地
方
團
體

法
た
る
性
質
を
有
し
、
こ

の
鮎
よ
り
す
れ
ば
進
歩
的
内
容
を
含
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
し
此

の
反
面
に
於
て
同
時
に
保
守
的
事
實
も
含
ま
れ
て
を
り
、
地
方

警
察
は
地
方
團
體

の
事
務
ご
な
り
、
國
家
監
督
は

一
八
三

一
年
の
昔
に
引
き
返
さ
れ
る
結
果
こ
も
な
つ
た
。
從
つ
て
之
を

「
自
治
の

後
轄
」
と
プ

ロ
イ
ス
も
言
ふ
如
く
此
の
部
分
に
於
て
自
治
椹
は
更
に
萎
縮
し
た
の
で
あ
る

(
八
二
頁
)
。
然
し
更
に

一
八
五
三
年
反
動

時
代
の
出
現
ざ
共
に
右
統

一
地
方
團
體

法
は
根
本
的
に
廃
止

さ
れ
る
の
運
命
に
遭
遇
し
こ
」
に

「
自
治
行
政

は
完
全
な
る
中
絶
」
に

陥

つ
て
し
ま
つ
た

(
八
九
頁
)
。



そ
の
後
幾

多
の
地
方
制
度
の
改
革
が
行

は
れ
た
が
、

何
れ
も
彌
…縫
策
に
過
ぎ
な
く
、
獨
逸

革
命
直
前
に
於

て
は
行
政
争
訟

に
於

け
る
行
政
判
決
の
整
備
の

一
事
を
除
い
て
は

「
自
治
権

そ
の
も
の
に
於
て
は
著
し
い
進
歩
の
跡
を
み
い
だ
し
得
な
い
も
の
で
」

二

〇
二
頁
)

コ

世
紀
の
経
過
の
う
ち
に
、
プ
ロ
セ
イ
ン

自
治
立
法

は
シ
ユ
タ
イ

ン
の

大
計
書
を
具
禮
化
す
る
を
得
す
L

「
全
行
政
組

織
は
依
然
ご
し
て
改
革
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
」
ゐ
た
ご
い
ふ
状
態
で
あ
つ
た

(
↓○
…ハ頁
)
。

最
後
に

一
九

一
八
年
の
國
家
革
命
以
後
に
於
て
は
戦
争

の
緊
急

な
必
要
か
ら
、
異
常

な
る
経
済
的
、
政
治
的
、
社
魯
的
諸
関
係

は
、

自
治
に
対
す

る
官
治
の
侵
入
を
促
し
、
自
治
権

の
発
展

に
緊
密
な
る
開
係
を
保
つ
規
定
と
さ
れ
る
獨
逸
憲
法
第
百
二
十
七
條
及
び
プ

・
イ

セ
ン
憲
法
第

七
十
條
に
於
け
る
地
方
團
體

の
自
治
権

承
認
に
よ
つ
で
も
結
局
は
、

「
地
方
団
体

は
傳
來

的
の
権
力
を
認
め
ら
れ
、

原
始
的
な
高
権
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
な
く
」
な
り
、
自
治
模
の
固
有
的
部
分
は
そ
の
傳
來
的
な
も
の
に
お
き
代

へ
ら
れ
て
行
つ
た

(
一
=
ハ頁
-

一
一
九
頁
)
。
其
の
後
此
の
憲
法
に
基
い
て
蛮
布
さ
れ
た
多
く
の
法
令
に
つ
い
て
自
治
樺
の
発
展

が
辿
ら
れ
う
が

Ω

二

三
貝
ー

一
三
二
頁
)
自
治
権
は
國
家
の
統
制
に
よ
る
制
限
ε
歴
迫
ご
の
強
化
に
よ
b
自
治
権
そ
の
も
の
す
ら
も
牧
奪
さ
れ
叉
は
牧
奪
さ

れ
ん
ε
す
る
過
程
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

右
の
や
う
な
自
治
標
の
発
展

過
程
を
通
し
て
探
ら
れ
る
問
題
は
要
す
る
に
、
自
治
の
本
質
は
何
で
あ
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
之
に

対
す

る
先
生
の
結
論
は
、
自
治
権

固
有
説
は
現
行
法
上
全
く
消
え
て
猫
り
傅
來
説
の
み
認
め
ら

れ

る

と
の
答
で
あ
る
が
、
先
生
は

「
問
題
は
か
く
の
如
き
自
治
椹
の
解
釈

及
び
そ
の
實
現
が
、
自
治
の
本
質
に
最
も
適
合
す
る
も
の
な
り
や
否
や
の
鮎
で
あ
る
」

「
自

治
構
の
實
質
的
意
義
が
そ
の
實
践

か
ら
更
薪

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

ε
結
ば
れ
る

2

四
〇
、
一
四
四
頁
)
。

鼓
に
自
治
の
本
質
に

「
地

方

自

治

の
基
本
問
題
」

六
〇
九



法

政

研

究

第

七
巻

第

二
號

六

一
〇

つ

い

て

の
示

唆

が

あ

り

、

正

し
き

自

治
磯

展

の
方

向

が

與

へ
ら

れ

て

ゐ

る

ビ
謂

は
ね

ば

な
ら

な

い

。

以

上
獨
乙

に
於

け

る
自

治

樺

獲

展

の

跡

を

辿

ら

れ
、

そ

の
本

質

を

究

め
ら

れ

た

の

で

あ

る
が
、

「
シ

ユ
タ

イ

ン

・
シ

ユ
タ

イ

ン
市

制

の
根

本

思
想

ご

ナ

チ

ス
地

方

制
」

に
於

て

は

プ

ロ
イ

セ

ン
都

市

の
根

本

思

想

の

理
解

の
爲

め
、

先

づ

シ

ユ
タ

イ

ン
の
人

物

並

に

そ

の
生

涯

に

つ
い

て
筆

を

進

め

ら

れ

る

(
】
四
六
-

一
六
四
頁
)
。

が

シ

ユ
タ
イ

ン
市

制

の
底

を

流

れ

る
根

本

思

想

は
何

で

あ

ら

う

か
。

先

生

は

「
シ

ユ
タ

イ

ン
市
制

の
枢

軸

的

思

想

は
自

治
思

想

で

あ

る
」

ご
ド

リ

ユ
ー

ス

の
説

を

ε

ら

れ

て

ゐ

る

(
一
七

一
頁
)
。

で

は

そ

の
所

謂

自

治

の
本

質

ご

は
?

之

に
対
し

て

は

「
自

治

の
本

質

ご

し

て

は

、

市

に
於

て

自

ら

選

ん
だ

機

蘭

が

市

の
固

有

事

務

を

全

然

固

有

の
責

任

を

以

つ
て
行

政

す

る
」

こ

ご

で
あ

る

と

す

る

シ

ユ
タ

イ

ン
の
自

治

に
対
す

る
考

へ
方

の

正
當

さ

を
認

め

ら

れ

(
一
七

一
頁
)

シ

ユ
タ

イ

ン
市

制

が

こ

の

純

正

な

る
自

治

思

想

を

根

本
と
し
て

ゐ
た

こ

ご
を

同

市

制

の
實

際

規

定

か
ら

明

に

さ

れ

る

(
一
七

一
ー

一
七

八
)
。

更

に

斯

る
根
本

思

想

は

い
つ

こ

に
根

源

を

も

つ
て

ゐ
た

の
だ

ら

う

か
。

即

ち

フ
ラ

ン

ス
革

命

の
影

響

を

う

け

た

も

の

か
ご

う

か

。

こ

れ

に

つ

い

て

は
積

極

、

消

極

、

折

衷

の

三

詮

が

た

て

ら

れ

る
が
、

先

生

は
そ

の
何

れ

に

も

異
説

を
唱

へ
る
ギ
ル
ケ

に
從

つ
て

「
シ

ユ
タ

イ

ン
市

制

は

・…

飽

く
ま

で

、

濁

乙
精
神

の
復

活

で

あ

つ
た
」

と

さ

れ

る

(
一
八
八
頁
)
。

然

し

要

す

る
に

「
シ

ユ
タ

イ

ン
市

制

は
団
体

的

自

治

の
復

活

に
対
し

て

そ

の
出

褒

貼

を

與

へ
た

も

の
で

あ

り

、
.
シ

ユ
タ

イ

ン
自

身

は

國

民

的

再
建

の

完

成

を

な

し

た

も

の
で

あ

る
」

(
一
八
九
頁
)
。

こ
の
點

に

つ

き
、

同

じ

く
獨
乙

帝

國

の

再
建

を

口

謎
,
ご
し

た

と
謂

は

れ

る

ナ
チ

ス
地

方

制

ご

シ

ユ
タ

イ

ン
市

制

と
の
関
係

如

何

。



ナ
チ
ス
地
方
制
は
、
國
家
的
統

一
、
國
民
的
再
建
の
目
的
を
も
つ
た
こ
と
、
地
方
團
體

を
以
て
國
の
基
礎

と
し
た
こ
と
に
於
て
シ

ユ
タ
イ

ン
市
制
と
同

一
思
想
の
上
に
た
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
前
者

は
自
治
の
意
義
を
改
め
、
自
治
と
窯

と
が
緊
密
に
聯
絡
さ
れ
た

こ
と
、
反
個
人
主
義
を
基
調

と
す
る
こ
と
、
指
導
主
義

に
よ
る
こ
と
、
公
民
の
責
任
が
輕
減

さ
れ
た
こ
と
、
監
督
模
を
強
化
し
た
こ

と
、
地
方
團
體

機
蘭
が
政
党

化
さ
れ
た
こ
と
の
諸
鮎
に
於
て
両
者

の
差
異
が
見
出
さ
れ
る

も
の
で
あ
つ
て

2

九
三
ー
一二

〇
頁
)
、

從
つ
て
シ
ユ
タ
イ

ン
市
制
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
國
家
的
統

一
、
國
民
的
再
建

の
實
現
は
疑
は
れ
、
ナ
チ
ス
的
自
治
の
創
造
に
よ
り
、

シ

ユ
タ
イ

ン
市
制

に
於
け
る
自
治
の
實
現
は
不
可
能
と
さ
れ
る

(
二
一
五
頁
)
。

今
ま
で
自
治
椹
の
史
的
発
展

過
程
を
通
し
て
、
そ
の
本
質
が
考

へ
ら
れ
た
に
対
し
、
自
治
の
内
容
を
分
析

し
自
治
の
要
素
が
考
究

さ
れ
る
。

自
治
要
素
決
定
の
前
提
問
題
と
し
て
先
づ
考

へ
ら
れ
る
こ
と
は
自
治
の
根
擦
で
あ
る
が
、
そ
の

一
の
主
張
は
、

フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル

ギ
ー
に
発
達

し
た
地
方
権
P
o
u
v
o
i
r
 
M
u
n
i
c
i
p
a
l

に
擦
つ
て
自
治
を
考

へ
る
に
対
し
他
の

一
は
實
讃
法
に
擦
つ
て
自
治
を
み
る
も

の
で
あ
る
。
然

し
、
自
治

に
は
如
何
な
る
要
素
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
、
で
論
じ
ら
れ
る
の
が
名
誉

職

の
概
念
で
こ
れ
が
グ

ナ
イ
ス
ト
が
考

へ
る
や
う
に
果
し
て
自
治
の
要
素
で
あ
る
か
否
か
ご
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
は
、
名
誉

職
の
概
念
は
必

す
し
も
自
治
の
み
に
特
有

な
も
の
で
な
い
こ
と
"
及
び
地
方
自
治
に
於
け
る
名
誉
職
は
自
治
経
営

の

一
手
段

に
過
ぎ
な
い
こ
と
の
理

由
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ
、
日
本
地
方
制
に
於
け
る
有
給
、
無
給
の
二
元
主
義
も
、
こ
の
自
治
経
営

の

一
手
段

と
解
し
て
の
み
矛
盾
な

く
解
釈

出
來
る
と
さ
れ
る

∩
二
二
五
頁
)
。

「地
方
自
治

の
基
本
問
題
」

六
一
一



法

詫以

研

究

第
七
巻

笛
㍗
二
號

山ハ
一
二

で
は
自
治
の
要
素

は
?

先
生
は
自
治
を
以
て
、

「
市
町
村
が
國
の
法
律
に
從
ひ
、
自
ら
の
機
關

に
よ
り
、
自
ら
の
事
務
を
自
ら

の
責
任
を
以
て
行

ふ
こ
ご
で
あ
る
」

(
二
三
八
頁
)
ご
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
の
三
要
素
と
し
て
、

一
、
自
ら
の
機
關
に
よ
る
こ
ご

二
、
自
ら
の
事
務
を
持
つ
こ
ご

三
、
自
ら
の
責
任
を
以
て
行
ふ
こ
と
が
墨
げ
ら
れ
る
が
、
先
生
に
於
て
は
特

に
、
第
三
の
要
素
が

強
調

さ
れ

「自
治
の
要
素
ご
し
て
、
責
任
が
不
可
歓
に
要
求
さ
れ
る
各

々
の
場
合
こ
そ
、
悉
く
團
罷
自
治
を
完
成
す
る
た
め
の
根
本

的
な
瓢
で
あ
る
。
い
は
f
、
自
治
は
責
任
行
政
で
あ
る
」
ε
さ
れ
る
こ
ざ
こ
そ
看
過
し
て
は
な
ら
な
い

(
二
七
二
頁
)
。

第

二
の
部
分
は
自
治
組
織
の
側
面
か
ら
自
治
が
な
が
め
ら
れ
る
も
の
で
、

「首
長
論
」

コ
地
方
行
政
に
於

け
る

一
部
制
の
磯
展
」

「
地
方
制
改
革
の
重
鮎
」

の
三
篇
が
こ
れ
に
入
れ
ら
れ
得
る
ざ
思

ふ
。
自
治
組
織
の
欠
隆
、
弱
さ
は
惹
い
て
自
治
そ
の
も
の
の
護
展

を
阻
止
し
純

正
な
る
自
治
制
の
樹
立
を
困
難
な
ら
し
め
る
。
自
治
の
螢
展
と
伸
長

の
た
め
に
は
必
ら
す
組
織

の
欠
陥
が
是
正
さ
れ
、

そ
の
弱
さ
が
補
強
さ
れ
ね
ば
治
な
ら
な
い
。
で
は
そ
の
組
織
の
欠
陥
は
い
か
な
る
鮎
に
存
す
る
の
か
、ま
た
、
自
治
の
正
し
い
磯
展
の

た
め
に
は
將
來
い
か
な
る
組
織
が
要
請

さ
れ
る
の
か
。
こ
れ
に
答

へ
ら
れ
る
も
の
が
こ
れ
等
三
篇

で
あ
る
。

「
首
長
論
」
に
於
て
は
右
の
見
地
か
ら
、
首
長
の
地
位
は
強
化
さ
る
べ
き
か
ざ
う
か
が
槍
討
さ
れ
、
次

い
で
、
首
長
が
地
方
団
体

の
機
關
た
る
地
位
ご
國
の
機
關
た
る
地
位
の
二
重
的
地
位
を
有
す
る
こ
ご
が
果
し
て
こ
の
目
的
に
適
す
る
も
の
か
ざ
う
か
が
論

じ
ら

れ
る
。

第

一
の
瓢
に
つ
い
て
は
、
首
長

は
名
誉
職

か
專
任
職
か
、
首
長

は
地
方
自
治
政
策
の
指
導
者
九
る
か
、
こ
の
二
問
が
考

へ
ら
れ
、



首
長

の
棄
養
、
選
任
、
任
期
及
び
給
與
の
貼
に
つ
い
て
な
が
め
ら
れ
る
。
就
中
、
首
長
が
名
碁
職
か
い
な
か
に
つ
い
て
は

「專
任
職

首
長

ぞ
可
こ
す
る
か
、
こ
の
場
合
に
於
て
は
、
專
任
職
首
長
の
專
断
的
単
一
的
執
行
を
防
止
す
る
の
方
法
を

ご
る
べ
き
で
あ
つ
て
、

具
.膣
的
に
は
、
南
燭
乙
地
方

曾
議
制
に
よ
る
や
う
に
、
專
任
職
首
長
ご
名
碁
職
員
ざ
の
完
全
71
。結
合
が
最
も
望
ま
し
い
形
態
」
と
さ

れ

(
、.ぺ
」
日G
更
に

「
政
治
的
指
導

ε
管
理

(行
政
)
と
は
分
離
し
て
存
在
す
べ
き
で
な
く
、
地
方
行
政
の
指
導
樺
が
首
長
の
手
に

あ
る
場
合
に
於
て
は
首
長
は
政
治
的
指
導
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
二
九
〇
ー
二
九

}
頁
)
。

第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
地
方
團
體

の
機
關
と
し
て
の
首
長
ご
國
の
機
關

と
し
て
の
首
長

と
を
英
米
濁
佛

の
制
度
に
於
て
き
は
め

ら
れ
る
。

地
方
団
体

の
機
關
こ
し
て
の
首
長
は
意
思
機
關
即
ち
議
決
機
關

と
し
て
の
地
位
に
於
け
る
と
、
執
行
機
關

ご
し
て
の
地
位
に
於
け

る
首
長
と
に
わ
け
て
述
べ
ら
れ
る
が
、
從
來
、
議
決

ざ
執
行
は
分
離
さ
れ
て
考

へ
ら
れ
て
來
た
の
に
対
し
先
生
は
之
を

「
議
決
は
意

暴

肇

あ
り
、
執
行
は
意
思
實
現
で
あ
る
」
コ
粟

黒

幾

魚

甑麟

壕

的
嚢

尽

い
淳

象

頼

議

決
か
執
掌

い
ふ
も
唯

々
同

一
活
動

の
爾
面
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
L

「
地
方
行
政
生
活
に
於
て
は
、
更
に
進
ん
で
、
議
決

ざ
執
行
ε
の
純
粋
な
分

離
は
殆
ご
不
可
能
で
あ
り
、
且
、
両
者

の
活
動
は
相
互
に
甚
だ
し
く
依
存
的
関
係
」
に
あ
る
ご
さ
れ

(
=二

一
ー
三
一
二
頁
)
議
決
ざ

執
行
ε
を
そ
の
両
者
の
相
關

々
係
に
於
て
、
取
扱
は
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
生
の
最
も
薪
し
い
見
方
で
あ
り
、
最
も
す
ぐ
れ
た
考

へ
方

で
あ
る
。
地
方
自
治
の
實
際
に
於
て
議
決
機
關
ε
執
行
機
關

ご
が
或
は
相
抗
争
し
相
排
斥
す
る
の
状
態

か
ら

し
て
も
或

は
両
者
の
責

任
を
相
輕
嫁

せ
ん
ε
す
る
傾
向
か
ら
し
て
も
、
議
決
ご
執
行
ε
を
相
互
の
側
か
ら
研
究
す
る
こ
と

は
、
地
方
自
治
の
焚
達
向
上
の
上

「
地

方

自

治

の
其
本
問
題
」

六

=
二
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一
四

に
最
も
必
要
な
こ
と
で
あ
り
且
つ
適
當
な
こ
と
で
あ
る
。
先
生
は
こ
の
立
場
か
ら
英
米
猫
の
實
際
に
深
く

つ
き
進
ま
れ
て
論
究
さ
れ

る
。
特

に
米
國
に
於
け
る
O
l
d
 
M
a
y
o
r
 
C
o
u
n
c
i
l
 
P
l
a
n
;
 
N
e
w
 
M
a
y
o
r
 
C
o
u
n
c
i
l
 
P
l
a
n
;
 
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
P
l
a
n
;
 
C
i
t
y
 
M
a
n
a
g
e
r

P
l
a
n

及
び
獨
乙

に
於
け
る
三
部
制
と
し
て
の
参
事
會
制
、

二
部
制
と
し
て
の
首
長
制
、

一
部
制
と
し
て
の
地
方
魯
議
制
の
下
に
於

け
る
首
長
の
地
位
を
と
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
勲
絵
す
所
な
く
説
明
と
批
評
が
加

へ
ら
れ
る
。
更
に
國
の
機
關

と
し
て
の
首
長
の
地
位

を
英
佛
濁
の
制
度
に
徴
さ
れ
、
獨
乙

制
が
こ
の
職
に
つ
い
て
、
英
佛
爾
制
の
中
間
的
の
も
の
で
あ
り
、
獨
乙

の
地
方
團
體

が
独
立

の

地
方
団
体

た
る
他
面
、
國
家
の
從
属
的
下
級
団
体

た
る
こ
と
、
從
つ
て
濁
乙
に
於
て
は
市
長

は
間
接
的
官
吏

た
る
こ
と
が
明
に
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
自
治
行
政
上
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
問
題
の
根
本

は
こ
、
に
あ
る
。
首
長
が
地
方
團
體

の
機
關
た
る
地
位

と
國
の
機
關
た
る
地
位
の
二
重
的
地
位
を
有
す
る
こ
と
は
自
治
の
磯
展
上
望
ま
し
い
か
否
か
。
結
論
は
か
う
で
あ
る
。

「
こ
の
こ
と

は
同
時
に
、
國
を
し
て
首
長
叉
は
地
方
團
體

そ
れ
自
身
に
対
す

る
監
督
及
び
統
制
を
極
め
て
嚴
格
に
な
さ
し
め
る
理
由
と
な
つ
て
ゐ

る
が
、

一
面
か
ら
こ
れ
を
言

へ
ば
、
疑
ひ
も
な
く
地
方
團
體

の
自
治
椹
侵
害

へ
の
有
力
な
る
根
柢

を
な
す
も
の
で
あ
る
」
(
三
八
〇
頁
)
。

地
方
團
體

に
於
け
る
首
長
の
地
位
は
今
明
に
さ
れ
た
が
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
こ
の
組
織
そ
の
も
の
が
こ
ん
な
形
態
を
と
る
べ

き
か
、
ど
ん
な
組
織
が
最
も
よ
く
自
治
を
発
展

さ
せ
る
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に

「
地
方
行
政
に
於
け
る

一
部
制
の
磯
展
」
が
こ
玉

に
お
さ
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
し

一
部
制
が
特

に
研
究

さ
れ
る
理
由

は
何
塵
に
あ
る
の
だ
ら
う
か
。
そ
れ
は

「
一
部
制
に
於
て
は
、
三
部
制
若
く
は
二
部
制
に

み
い
だ
し
得
な
か
つ
た
長
所
を
喪
見
し
、
こ
れ
に
於
て
は
三
部
制
若
く
は
二
部
制
に
依
つ
て
爽
揮
し
得
な
か
つ
た
官
僚
型
、
貴
族
型
、



民
衆
型
の
長
所
の
発
揮

を
期
待
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」

(
三
九
〇
頁
)
。

そ
れ
で
は

一
艦

」
部
制
ご
は
何
で
あ
る
の
か
。
今
し
ば
ら
く
そ
の
概
観
を
な
が
め
よ
う
。
先
生
は
か
う
述

べ
ら
れ
る
。

「
一
部
制

は
民
衆
主
義
の
要
請
に
よ
つ
て
生
誕
す
る
」
も
の
で
あ
る
が

(
三
九
四
頁
)
一
部
制
の
本
質
は

「
地
方
團
體

公
民
に
よ
つ
て
選
挙

せ
ら

れ
九
代
議
会

の
議
決
が
、
當
該
地
方
團
體

に
於
け
る
他
の
機
關
の
同
意
を
要
し
な
い
が
、
そ
の
ま

」
有
効
で
あ
り
且
つ
執
行
せ
ら
れ

る
ご
言

ふ
職
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

一
部
制
の
名
の
示
す
よ
う
に
、
地
方
團
體

の

一
切
の
事
務

に
關
す
る
す
べ
て
の
講
決
樺
が
唯

一
の
機
關

に
の
み
原
則
的
に
帰
属

す
る
こ
ご
を
言
ふ
の
で
あ
る
」

(
三
九
五
頁
)
然
し

一
部
制
の
う
t
.に
は
代
議
魯
ぐ、首
長
の
二
機
關

が
含
ま
れ
て
ゐ
て
両
者

の
権
限

の
配
置
如
何

に
よ
軌
種

々
の
形
態

に
分
け
得
ら
れ
る
が
、

一
部
制
の
長
所
ご
さ
れ
る
鮎
は
臨
機
慮
変

の
処
置

を
と
り
得
る
こ
ご
、
決
定
力
を
有
す
る
こ
と
、
弾
力
性
を
有
す
る
こ
と
、
単
一

性
を
有
す
る
こ
ご
、

及
び
責
任
の
明
瞭
な
こ

と
の
五
鮎
で
あ
る

(
三
九
九
ー
四
〇
七
頁
)
就
中
、
先
生
は
最
後
の
責
任
の
鐵
を
以
て

「
一
部
制
の
長
所
の
う
ち
最
も
重
視

せ
ら
る
べ

き
鮎
で
あ
る
」

(
四
〇
七
頁
)
と
さ
れ
る
こ
と
は

「自
治
行
政
ご
は
責
任
行
政
ご
同
養
語
で
あ
る
ざ
言
ふ
所
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

(四
〇
弄
頁
日
こ
の
先
生
の
自
治
本
質
論
が
う
か
ゴ
は
れ
る
。
か
く
て

一
部
制
が
獨
乙
諸
地
方
に
於
て
立
法
化
さ
れ
た
経
過
が

詳
説
さ
れ
る
が

(
四
一
二
i
四
五
八
頁
)
一
部
制
の
進
路
は
何
方
を
指
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
。

一
部
制
は
二
つ
の
方
向
に
進
む
。
そ
の

一
は
、
意
思
機
關

ご
執
行
機
關
ざ
の
分
立
を
原
則
と
す
る
ラ
イ

ン
市
制
に
於
て
の

一
部
制

の
方
向
、
他

は
、
之
に
対
し
、
爾
機
關
の
合
併
を
原
則
こ
す
る
バ
イ
エ
ル
ン

地
方
會
議
制
に
於
け
る

一
部
制
の
方
向
、
之
で
あ
る

(
四
七
五
頁
)
、

「
地

方

自

治

の
基
本
問
題

」

六

一
五
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ハ

で
は
ナ
チ
ス
の
地
方
制
は
?

「
ナ
チ
ス
の
地
方
制
は
、
指
導
主
義
の
確
立
を
目
的
ε
し
つ
」
そ
こ
に
首
長
中
心
主
義
の
制
度
を
樹
立

せ

ん

と

し
た
」
も
の
で

「
自
由
主
菱
的
思
潮
か
ら
生
誕
し
た

一
部
制
か
指
導
主
義
の
思
想
を
結
合
す
る
こ
ご
に
依
つ
て
、
非
自
由
主
義
的
思
想
の
領
域
に
磯

展

。
韓
化
し
た
こ
云
へ
る
」
要
す
る
に

「
そ
れ
は
形
式
ご
内
容
ご
に
於
い
て
著
し
い
差
こ
そ
あ
れ
、

一
部
制
の
再
現
で
あ
る
」

(
五

〇
〇
頁
)
と
。

爾
ま
た
、

「
地
方
制
改
革
の
重
鮎
」
に
於
て
は
過
去
の
改
革
の
跡
が
辿
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
將
來

へ
の
改
革
の
目
標
が
暗
示
さ

れ
示
唆
さ
れ
る
。

先
つ
、
地
方
制
改
革
の
必
要
.は
何
腱
か
ら
來

る
の
だ
ら
う
か
。

そ
れ
は

「嘗

つ
て
、
地
域
團
體

と
し
て
の
み
考

へ
ら
れ
て
ゐ
た
所
の
地
方
自
治
團
體

が
、
今
や
経
済
團
體

と
し
て
考

へ
ら
れ
る
こ

ご
の
よ
り
適
切
居
意
味
を
持
つ
に
至
つ
た
結
果
、
そ
れ
は
、

一
方
に
於
て
は
、
地
方
自
治
團
體

が
牧
奪
き

れ

た
自
治
権
の
返
還
を
要

望
し
、
他
方
に
於
て
は
、
國
家
が

=
暦
輩
固
な
統

一
を
要
求
す
る
こ
と
に
依
り
、
蝕
に
、
両
者

の
抗
争
を
生
す
る
に
至
つ
て
、
寛
に
、

こ
の
薪
状
態

に
対
し

て
は
、
從
來
の
地
方
制
も
亦
既
に
充
分
に
そ
の
職
能
を
蛮
揮
し
得
す
に
、
將

に
、
そ
の
包
藏
す
る
矛
盾
を
著
し

く
表
白
す
る
に
至
つ
た

」
め
で
あ
る
」

と
説
明
さ
れ
る

(王
〇

一
…
五
〇
二
頁
)
。

右
の
見
地
か
ら
先
生

は
バ
イ
エ
ル
ン

地
方
制
改
正
の
重
貼
を
尋
ね
ら
れ
る
。

パ
イ

ェ
ル

ン
地
方
制
改
正
の
重
鮎
は

「第

一
に
、
ラ
イ

ン
左
岸
及
右
岸
地
方
並
に
プ
ア
ル
ツ
地
方
に
対
し

統

一
的
地
方
制
を
新
定



し
た
こ
ご
、
第

二
に
、
都

市
ご
都
市
以
外
の
地
方
ご
に
対
し
統

一
的
團
體

組
織
を
設
定
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
地
方
団
体
　の
議
決
、

執
行
及
び
代
表
の
三
機
關
を
唯

一
機
關
に
よ
つ
て
綜
台
せ
し
め
た
こ
ご
L

(
五
二
一-
五
二
二
頁
)

で
こ
れ
は
結
局
自
治
権
の
制
限
芝

.

地
方
會
議
制
の
採
用
の
二
鮎
に
な
る
。

自
治
椹
の
制
限
は
、
國
の
監
督
権
ご
の
関
係
、
國
の
組
織
高
椹
こ
の
関
係
、
及
び
法
律
ご
の
関
係

と
か
ら
見
ら
れ
る
。
即
ち
バ
イ

エ
ル
ン
薪
地
方
制
に
於
て
は
國
の
監
督
樺
の
損
張

は
前
進

の
傾
向
を
示
し

「
そ
こ
に
は
疑
ひ
も
な
く
、
國
の
監
督
権

の
振
充
ざ
確
保

ε
、

一
面
に
は
、
地
方
團
體

の
自
治
権
の
制
限
ご
縮
小
ご
が
あ
る
の
を
み
の
が
し
得
な
い
」

(
ゴ
三
-」
百日1)
の
で
あ
り
、
國
の
組
織
高

権ごの
関
係

に
於
て
は
、
特
に
警
察
権

が
地
方
自
治
團
體

の
手
か
ら
牧
奪
さ
れ
よ
う
こ
す
る
状
態
が
明
に
さ
れ
る
。

之
に
次
い
で
、
改
革
の
第
二
鮎
た
る
、

一
部
制
ざ
し
て
の
地
方
會
議
制
に
就
い
て
深
く
論
究
さ
れ
て
ゐ
る
が
(
五
五
五
!
五
八
四
頁
)

然
し

「
バ
イ
エ
ル
ン

地
方
制
が
、
進
歩
的
條
文
の
う
ち
に
、
多
く
の
保
守
的
内
容
を
包
藏
す
る
」

こ
と
で
あ

る

(
五
九

…
頁
)

「從

つ

て
、
そ
こ
に
は
、
再
び
露
出
せ
ら
る
べ
き
矛
盾
が
潜
」
^
で
お
り
、
こ
れ
は

「次
の

ヱ
タ
ー
ジ

ユ
に
於
て
は
、
地
方
制
改
正
の
重
貼

の
推
移
を
促
す
機
因
と
な
る
」

ざ
來
る
べ
き
改
正
の
方
向
が
示
さ
れ
る
。

第
三
部
と
し
て

市
町
村
監
督
の
鮎
か
ら
自
治
権
を
考
究

さ
れ
る
の
が

「
地
方
團
體

に
於
け
る
地
方
法
院
」

で
あ
る
。
地
方
法
院
が

何
故
に
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
か
は
我
が
現
行
地
方
制
を
思
ひ
浮
ぶ
れ
ば
、
直
に
明
に
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
地
方
行
政
の
不
振

ε
そ
の
改
正
が
聲
高
ら
か
に
ご
な
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
原
因
の

一
は
自
治
権

に
於
け
る
官
治
制
の
行
き
過
ぎ
、
殊
に
國
家
の
監
督
の

「
地

方

白

治

の
基
本
問
題

」

六

一
七
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行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
自
治
権
の
純
正
な
る
獲
展
に
対
し
、
官
治
の
行
き
過
ぎ
は
自
治
の
反
逆
者
で
あ
る
。
從

つ
て

「
從
來
の
監
督
に

於
け
る
行
政
的
要
素
が
出
來
得
る
限
り
、
裁
判
的
要
素
に
依

つ
て
置
き
か
へ
ら
れ
る
必
要
」
が
あ
る
ず」言
は
れ
る
先
生
の
主
張
に
は

全
面
的
眞
理
が
含
ま
れ
て
お
り
、
地
方
制
改
革
の
眞
髄
が
指
摘

さ
れ
て
ゐ
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
な
い
(
五
九
四
頁
)
。
こ
の
意
味
に
於

て
、
地
方
法
院
の
検
討

に
は
無
限
の
意
義
が
見
出
さ
れ
且
つ
大
き
な
慣
値
が
與

へ
ら
れ
る
も
の
で
先
生
は

「
地
方
法
院
制
度
の
如
き

は
、
地
方
自
治
行
政
の
健
全
な
発
展

の
た
め
に
充
分
に
研
究

せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」

と
問
題
を
提
供
せ
ら
れ
て
ゐ

る

(
六
五
八
頁
)
。

三

今
ま
で
本
書
の
内
容
を
辿
つ
て
先
生
の
自
治
観
を
う
か
穿
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
我

々
が
最
も
強
く
感
す
る
こ
ざ
は
、,
本
書

に
於
て
は
、
全
ゆ
る
理
論
が
具
禮
的
實
際
を
通
し
て
抽
き
出
さ
れ
、
理
論
ε
實
際
ご
が
併
行
し
て
研
究

さ
れ

る
結
果
、
問
題
が
非
常

に
強
く
且
つ
明
確

に
表
は
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
か
Σ
る
研
究
に
よ
つ
て
こ
そ
初
め
て
、
そ
の
範
囲
の
廣
く
、
そ
の
内
容
の
複

雑
を
極
め
る
行
政
法
の
諸
問
題
も
解
明
さ
れ
る
も
の
に
相
違
な
い
。
こ
の
勲
、
本
書

は
正
に
新
し
い
方
向
を
指
示
す
る
も
の
ざ
言
は

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
最
後
に
先
生
の
自
治

へ
の
お
考

へ
を
あ
げ
て
結
び
に
代

へ
よ
う
。

「
思

ふ
に
、
自
治
を
主
張
し
自
治
精
神
を
愛
護
す
る
も
の
は
、
先
づ
自
治
ε
は
何
で
あ
る
か
を
理
解
し
、
自
治
運
行
の
爲
の
諸
條

件
を
了
知
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
か
く
し
て
、
自
治
の
意
義

ご
要
素
ご
を
理
解
し
自
治
運
行
の
爲
の
諸
條
件
を
了
知
す
る
者



は
、
自
治
の
過
大
評
価

を
愼
み
、
自
治
の
強
制
的
實
現
を
遜
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
言
す
れ
ば
、
自
治
を
主
張
す
る
者

は
自
治
を

愛
護
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
治
を
愛
護
せ
ざ
る
の
念
を
持
つ
て
、
自
治
を
主
張
す
る
者

は
、
自

治
の
爲
に
決
し
て
望
ま

し
い
味
方
と
言

ふ
を
得
な
い
」

(都
市
問
題
・
二
二
巻

.
五
號
.
五
三
頁
)
。

省
、
こ
瓦
に
本
書
の
獲
刊
を
お
祀
す
る
ε
共
に
、
今
後

「
行
政
法
研
究
共

一
」
と
し
て
出
さ
れ
忙
本
書

に
績
け
て
、
績
篇

の

一
日

も
早
く
出
さ
れ
ん
こ
ご
を
お
新
り
し
、
菲
才
、
先
生
の
お
許
し
に
甘

へ
て
、
紹
介
の
榮
を
得
た
こ
ご
を
深
く
感
謝
し
た
い
。

(
編
岡
昭
和
十
二
年

三
月

二
十
二
日
)

「
地

方

自

治

の
基
本
問
題

」

六

一
九


